
放
送
法
第
三
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
承
認
を
求
め
る
の
件
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
及
び
日
本
放
送
協
会
は
、
協
会
に
対
す
る
国
民
・
視
聴
者
の
信
頼
を
回
復
し
、
公
共
放
送
の
使
命
を
全
う
で
き
る
よ
う
、
次
の
事

項
の
実
現
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
協
会
に
お
い
て
、
新
生
・
改
革
に
向
け
た
各
種
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
中
で
、
新
た
に
職
員
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
が
発
覚
し
た

こ
と
は
、
報
道
機
関
と
し
て
の
信
頼
性
を
揺
る
が
す
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
協
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策
を
徹
底
的
に
見

直
す
と
と
も
に
、
内
部
統
制
機
能
の
強
化
に
よ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
図
る
等
、
職
員
の
一
人
ひ
と
り
に
公
共
放
送
に
携
わ

る
も
の
と
し
て
の
高
い
倫
理
意
識
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
抜
本
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
。

二
、
協
会
は
、
放
送
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
の
重
大
性
を
深
く
認
識
し
、
改
正
放
送
法
の
趣
旨
も
十
分
踏
ま
え
、
放
送
の
不
偏
不
党
と
表

現
の
自
由
を
確
保
し
て
、
公
平
、
公
正
な
放
送
の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
豊
か
で
良
質
な
番
組
の
放
送
に
一
層
努
め
る
こ
と
。

三
、
経
営
委
員
会
は
、
改
正
放
送
法
に
よ
り
、
監
督
権
限
の
明
確
化
等
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
い
職
責
を
担
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

国
民
・
視
聴
者
か
ら
信
頼
さ
れ
る
公
共
放
送
作
り
の
た
め
に
一
層
の
努
力
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
政
府
に
お
い
て
は
、
委
員
の
人
選
の

在
り
方
に
つ
い
て
広
く
研
究
を
行
う
こ
と
。

四
、
一
連
の
不
祥
事
に
よ
る
受
信
料
の
未
払
い
等
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
今
回
の
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
事
件
を
契
機
に
再
び
増
加

す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
協
会
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
対
策
を
講
じ
て
国
民
・
視
聴
者
の
理
解
を
得
て
、
未
払
い
・
未
契
約

等
の
減
少
に
努
め
る
と
と
も
に
、
料
金
水
準
を
含
め
、
受
信
料
の
公
平
負
担
に
向
け
た
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
訪
問
集
金
の
廃
止

等
契
約
収
納
費
の
削
減
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
受
信
料
収
入
に
対
す
る
経
費
の
比
率
が
未
だ
に
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
受
信
料
制
度
に
対
す
る
視
聴
者
の
理
解
に
不
可
欠
な
地
域
ス
タ
ッ
フ
の
業
務
に
配
慮
し
つ
つ
、
今
後
も
契
約
収
納
業
務
の
効
率
化

を
さ
ら
に
進
め
、
経
費
削
減
に
努
め
る
こ
と
。
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五
、
新
た
に
外
国
人
向
け
テ
レ
ビ
国
際
放
送
の
た
め
の
子
会
社
が
設
立
さ
れ
る
が
、
協
会
が
行
う
外
国
人
向
け
国
際
放
送
に
つ
い
て
は
、

多
額
の
受
信
料
が
投
じ
ら
れ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
そ
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
、
評
価
・
検
証
す
る
と
と
も
に
、
よ
り
効
率
的
・
効

果
的
な
放
送
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
業
務
の
体
制
及
び
放
送
の
内
容
に
対
す
る
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

ま
た
、
総
務
大
臣
が
国
際
放
送
の
実
施
要
請
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
協
会
の
表
現
の
自
由
、
番
組
編
集
の
自
由
を
最
大
限
尊
重
す

る
こ
と
。

六
、
協
会
は
、
地
上
放
送
の
完
全
デ
ジ
タ
ル
化
が
円
滑
に
移
行
で
き
る
よ
う
先
導
的
な
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
政
府
は
、
経
済
的
弱

者
等
に
対
す
る
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
し
た
受
信
設
備
の
購
入
支
援
等
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
す
る
こ
と
。

七
、
協
会
は
、
公
共
放
送
の
質
の
向
上
に
資
す
る
よ
う
、
業
務
全
般
に
つ
い
て
徹
底
的
な
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
子
会
社
等
の
統
廃

合
を
含
め
た
一
層
の
合
理
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
業
務
の
効
率
化
・
ス
リ
ム
化
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
協
会
と

子
会
社
等
と
の
取
引
は
、
依
然
と
し
て
随
意
契
約
の
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
競
争
契
約
の
比
率
を
高
め
る
な
ど
取
引
の
透
明
化
・
明

確
化
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的
な
情
報
開
示
に
努
め
る
こ
と
。

八
、
協
会
は
、
災
害
時
等
に
お
い
て
、
国
民
が
必
要
と
す
る
地
域
生
活
に
密
着
し
た
正
確
な
情
報
や
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
時
宜
に
応
じ
て
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
報
道
体
制
の
更
な
る
充
実
・
強
化
に
努
め
る
こ
と
。

九
、
高
齢
者
、
障
害
者
に
か
か
わ
る
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
の
解
消
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
字
幕
放
送
、
解
説
放

送
、
手
話
放
送
等
の
更
な
る
拡
充
と
番
組
内
容
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

十
、
協
会
は
、
本
年
十
二
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
予
定
し
て
い
る
番
組
ア
ー
カ
イ
ブ
に
つ
い
て
は
、
早
期
に
収
支
の
改
善
に
努
め
る
と

と
も
に
、
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
に
取
り
組
む
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


